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肺癌手術におけるロボット手術の有用性の検討 

 

1、研究の目的と意義 

 2018年より肺癌に対して保険収載されたロボット支援下手術に関しては、その優越性を

検証したエビデンスは未だほとんど存在せず、その検証が今後の課題とされています。長崎大

学病院腫瘍外科で行われた肺癌手術の治療成績をアプローチ法（開胸手術、胸腔鏡手術、ある

いはロボット支援手術のいずれか）ごとに把握し、ロボット支援下肺癌手術の安全性や術後経

過に対する影響、およびその他のアプローチ法（開胸手術・胸腔鏡手術）と比較しての有用性

について明らかにし、呼吸器外科手術の発展に資することが目的です。本研究では、当院で肺

癌に対する手術を受けた患者さんのデータベースから、研究対象者となる患者さんのデータを

一部抽出して行うものです。 

  

2、対象となる患者さん 

2018年 4月 1日～2023年 3月 31日の間に長崎大学病院呼吸器外科にて肺癌と診断さ

れ手術（開胸、胸腔鏡下、ロボット支援下）を受けた患者さんが対象です。手術時に年齢が

20歳以上の患者で、性別は問いません。 

 

3、研究の方法 

各アプローチ（開胸・胸腔鏡下・ロボット支援下）における肺切除術（肺葉切除術、肺区域

切除術）の短期および長期の治療成績を比較し、ロボット支援下手術の安全性と有用性を明ら

かにします。 

  

4、研究に用いる情報 

本研究では、術前情報、手術情報、術後経過、治療経過の情報を用います。本研究で利用す

る情報について詳しい内容をお知りになりたい方は下記の「お問い合わせ先」までご連絡くだ

さい。  

 

5、研究期間  

本研究では研究機関長の許可日～2024年 5月 31日の期間に、あなたの情報を使います。

あなたの情報をこの研究に使われたくない方は下記の「問い合わせ先」までご連絡頂ければ対

象者から外します。その場合もあなたの治療等に不利益になることはありません。ご連絡のタ

イミングによっては対象者から外せない場合もあります。あらかじめご了承ください。 

 

6、外部への情報の提供 

該当なし 

 



 

 

7、研究実施体制 

この研究は長崎大学病院のみで実施する研究です。 

≪研究責任者≫ 

長崎大学病院 腫瘍外科 松本桂太郎 

 

8.お問い合わせ先 

長崎大学病院 腫瘍外科 松本桂太郎 

〒852－8501 長崎市坂本 1丁目 7番 1号 

電話：095（819）7304  FAX 095（819）7306 

 

【ご意見、苦情に関する相談窓口】（臨床研究・診療内容に関するものは除く） 

苦情相談窓口：医療相談室 095（819）7200 

受付時間  ：月～金   8：30～17：00（祝・祭日を除く） 


